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研究成果の概要（和文）：本研究は「構図」「造形文法」「レイアウト」等の各領域において個別に検討されてきたビ
ジュアルアート全般に通底している「心のしくみ・働き」と「造形言語」の関係を明らかにするための基礎研究である
。 研究は抽象絵画を対象にして次のように行った。①「視線測定装置」を用いた被験者の視線移動の測定。②発話記
録の録音による感性的・情緒的語彙の解析。③語彙力増加による非具象表現の理解度の検討。その結果、①②の計測・
分析から、抽象絵画を観察する際の視線移動は極めて高速で感情用語を発する以前の情動による受容段階であること。
③からは非具象表現の理解には造形用語レッスンが有効であることが確認された。

研究成果の概要（英文）：This research is the basic research for clarifying the relation of "the structure 
and work" of the heart, and the "modeling language" which are understood to the visual art at large 
individually examined in each domain, such as "composition", "modeling grammar", and a "layout."
Research was done as follows for abstract pictures.(1) Measurement of look movement of the subject 
using"look measurement equipment.(2) Analysis of the sensitivity affective vocabulary by the recording of 
utterance record.(3) Examination of the degree of comprehension of the non-embodying expression by the 
increase in vocabulary.
As a result, look movement at the time of observing abstract pictures from measurement and analysis of 
(1)(2) should be an acceptance stage by the emotions before emitting a feeling term extremely at high 
speed.From (3), it was checked that a modeling term lesson is effective in an understanding of a 
non-embodying expression.

研究分野： 教科教育学

キーワード： 美術教育　抽象絵画　視線測定　視覚心理　造形用語
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１．研究開始当初の背景

（１）「抽象絵画は分かりにくい」と言われ
る。それは表現内容が人間の感性・心理に
ダイレクトに訴えかける側面を有するから
と考えられる。19 世紀までの伝統的具象絵
画は、事件・出来事の表示 , 感情表出などを
内包し、描写芸術としての本質を持ち、現
実世界に類似した意味を構成した。それに
対して 20 世紀の抽象絵画は線・形・色彩な
どの造形的な要素によってのみ語る画像と
なった。抽象絵画は、純粋な感性的美を求
めるものであり、そのための有意義的構造
が明らかにされる必要がある。

（２）画像からどのような感じを受けるかを
分析するためには「画像の印象」をデータ
化する必要がある。しかし、相手が人間で
あることから「印象」を分析し、定量化す
ることが難しかった。科学的な手続き操作
を通じて取り出されたものが、観察可能で
あり計測でき、かつ検証可能でなければな
らない。したがってより明確な検証を行う
ために、認知心理学が用いる主要な実験的
手法である「行動・生理データ」および「言
語データ」を収集し検討することを考えた。

（３）抽象絵画の鑑賞力・表現力に関しては
「造形用語に関する語彙」が大きく関係して
いるものと考える。形・色彩・明暗・変化等々
の情報が自己の内部に生じさせた感情の意
識化には、それを認識するための「造形言語」
としての「語彙」を身につけている必要が
ある。「抽象」や「現代美術」が「分からな
い」とされる理由には、そこにおける「造
形言語」を翻訳するための鑑賞者の「語彙力」
の欠如があると考える。したがって、ビジュ
アル作品を鑑賞する際の感性心理的内容の
検討のために、「視線測定」と併せて、その
感受内容の「言語データ」を同時に検討す
ることを考えた。

２．研究の目的

（１）視覚的力動性に関する文献整理
　画面を「視て感じる」行為には「眼」と
「脳」すなわち知覚と認知の基本的なメカニ

ズムが関係している。視ることの受容過程
は、最近の知覚理論においては、感官生理
学から中枢的な神経生理学へと考察を移し
つつある。
   視覚情報全般および非具象絵画理解に関
係する生理的・心理的反応のこれまでの研
究には、認知心理学・ゲシュタルト心理学・
芸術心理学・美術批評などの諸分野におけ
るさまざまな成果がある。本研究では、そ
れらの文献を整理することで、絵画を見る
際に生じる「視覚的力動性」の内容を検討
した。

（２）「形態」に関する情緒的側面の考察
　抽象絵画の要素には「色彩」・「形態」お
よびその「配置」がある。「色彩」に関する
理解は、色彩学をはじめとしてすでに相当
研究が進んでいる。「配置」に関しては、幾
何学的形態・対比・コンポジション・発想
法等を主たる対象に、「構成教育」によって
扱われてきた。それに比較して「形態」の
見えに関しては十分な検討が行われている
とは言えない。
　形態把握の感覚構造は、経験主義的アプ
ローチや全体性の考察に力学の概念を取り
入れたゲシュタルト理論により研究がなさ
れた。ところが、ゲシュタルト理論には「情
緒的側面」に関する分析が欠けていた。本
研究では、非定形・非具象的形態等の「形態」
に関する「情緒的側面」の考察を行った。

（３）注視点軌跡の測定による絵画観察時の
特徴分析

　人の視線が着目するものは、「気になるも
の」「目立つもの」「好みのもの」等である。
視線を測定することにより、人が絵画作品
の「何に」「どこに」関心を示したかを調べ
ることができる。
　視線計測機器で画像を読み取る研究は、
少女の顔と注視点軌跡の図で知られるヤー
ブス（Yarbus,1967）に始まるとされる。と
ころが、その後の研究者においてもほとん
どが人物写真や具象絵画を調べた事例であ
る。抽象絵画を視線測定の対象にした事例
はほとんどない。本研究では、抽象絵画を
観察する際の視線移動を分析した。

３．研究の方法

（１）視覚的力動性仮説の分析・整理
　クライント、Ｇ . ケペシュ、Ａ・ドンデ
ス、朝倉直己など、諸研究者の文献をもと
に視覚心理的側面における情動と感情の生
成に関する研究を整理し、さらにカンディ
ンスキー、アルンハイム、の知見の中から、
画面構造（基礎平面および構造地図）、そこ
に描かれた「図」にあたる視的要素が持つ
内面的性質（情動性）に関する言説を分析・
整理した。

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）｜



（２）「視線測定装置（アイカメラ）」を用い
た被験者の視線移動の測定

  具象および非具象的絵画 10 点の図版を選
定し、10 名の学生と 2 名の教員による測定
を行った。得られた数値をもとに線による
「視線移動」と円グラフによる「滞留度」に
まとめた。併せて観察後の聴き取りによる
語彙＝造形言語の理解度を確認した。

（３）「造形用語に関する語彙力」をベース
にした学習・トレーニング

　「画面構造」・「造形用語」について被験者
に解説した後に、抽象絵画の制作演習およ
び分析活動を 4 週間かけて行った。学習の
前後を比較することで、「語彙力」と「作品
理解および表現内容」との関連を確認する
作業を行った。
   美術作品の鑑賞力・表現力に関して、「語
彙力」をベースにした学習・トレーニング
方法を検討することは独自の観点であると
考える。

４．研究成果

（１）視覚的力動性仮説の分析・整理
   カンディンスキーおよびアルンハイムは、
抽象絵画が持つ非可視的な内容の中心的特
性は「視覚的力動性 Visual dynamism」にあ
ると説明した。彼らはそれを「方向のある
緊張」「知覚的ダイナミックス」「内的な力」
など、種々の呼称で説明した。本研究では、
この「視覚的力動性」とは何かを、人間の
生理学的メカニズムおよび知覚や認知の基
本的な観点から明らかにしようと試みた。

① 生理学的メカニズムの観点による理解
   生理学者のキャノン W.B.Cannon は、身体
の構造的本質は「力動的恒常性 dynamical 
constancy」にあると考えた。いわゆるホメ
オスタシス ( 恒常性）homeostasis である。
ホメオスタシス機能は、まわりの環境が変
動しても、安定にほぼ一定の化学的状態を
保つことであり、この化学的な調節とフィー
ドバック機構により、あらゆる生活環境の

多様を貫いて統一的生命を維持することが
できる。
  視覚もまた人間における外部刺激であり、
生理的反応によって平衡が回復＝フィード
バックすることが考えられる。絵画空間の
力学の最も基本にも、この生理学的次元に
おける「動的平衡」を位置づけることがで
きる。　
  通常われわれがシンメトリー symmetry、
ハーモニー harmony、コントラスト contrast 
などと呼ぶ造形的な感情効果の用語は、原
理的に「平衡＝バランス」を元に検討する
ことができる。

②  非具象的形態による情動と感情の生成
   知覚や認知の心理学的観点から「形態」の
知覚に関する解明を行った。「視える」から
「感じる」までの流れのうち、脳内では最初
に色・輪郭・形に関する感覚信号への変換
処理がなされ、その後に地と図、水平・垂直、
角度、曲線等の画像処理が行われる。これ
らの基本的形態の知覚はゲシュタルト心理
学が解明したところである。本研究では、
そこにおいて非具象的な諸形態がいかに「情
動」に働きかけるかに関して、神経科学の
文献による解明を行った。すなわち原始情
動・基本情動といった「情緒」レベルを「一
般的感情」と区別し、非具象絵画は「情緒
＝情動」に働きかける表現であることを説
いた。

③   成果の公表
   以上の内容に関しては、「視覚心理の観点
による抽象絵画の構造理解―視覚の生理的
メカニズムから生じる画面構造のしくみ―」
として、図書『芸術・スポーツ文化学研究』
（大学教育出版発行）において、以下の項目
により成果を公表した。
　①生理的システムとしての力動的恒常性
および感覚における恒常性のしくみ、②絵
画空間の力学＝視覚的力動性の存在、③画
面に関する諸研究の考察として、a. 画面枠の
機能、b. 基礎平面の基本的特性、c. 心理バラ
ンスの構造図、d. 地と図の性質、e. 図＝視的
要素が持つ内面的性質、f. 東洋的表現に観る
律動性。

［図 4］造形性の心理的基本

［図 3］画面提示方法

［図２］視線測定方法



（２）「視線測定装置（アイカメラ）」を用い
た視線移動の測定

   注視点測定システムを用いて作品観察時の
「視線の動き」を測定し、さらにその視覚体
験の聞き取りによる「発語記録」の分析から、
抽象絵画を観察する際の「感受」の内容を
明らかにすることを試みた。
  ①被験者は学部学生 10 名、大学教員２名
（32 歳、42 歳）。②装置：注視点測定システ
ム TE-9200（テクノワークス社）のプログラ
ムで刺激が制御され、ＰＣを経て 32 インチ
ディスプレー上に提示した。観察距離は約
1.6 ｍ。③刺激提示画像は具象画・半具象画
各 3 点、抽象画 4 点の計 10 点。軌跡移動測
定は、注視点測定プログラム（ＴＥ -9101）
によリ 30 秒間行った。画面上の注視点座標
はエクセルデータで記録され、得られた測
定データは、「視線プロット図（視線移動の
軌跡図）」・「滞留度図」として表示すること
ができた。また、発語データの聞き取りは
10 枚の視線測定完了後に、モニター画面を
見ながら行った。
   それらの分析結果から、具象画・抽象画の
感受内容の相違、観察時のスピードと方向、
そして集中・分散、広角的視野、見方の経
験差等の諸特性の確認ができた。

［図 7］視線移動表示と滞留度図の例

①  非具象絵画における視線移動の特徴
　提示絵画には、いわゆる具象画タイプに
は (A) ワイエス、(B) 北斎、(C) セザンヌ、(D)
マティスを用いた。非対象絵画＝純粋抽象
には、(E) ブラック、(F) カンディンスキー (G)
アルツング ,(H)ルイス・(I) フランケンサーラ・
(J) ロスコを選定した。３０秒間の視線移動
の測定結果の例を［図 7］に示した。
   人物が描かれている具象画の観察時には、

［図 7］視線移動測定結果の例

［図 6］帯留度確認用グリッドによる確認状況

［図 5］測定結果とその表示方法
（左図は測定結果エクセルデータ、右図は視線移動の
表示時間による軌跡表示の違い）



［図 8］作品画面の見方分類

全ての被験者が共通して、顔を中心に視線
が移動した。抽象画観察時の視線移動は個
人により様々で、画面の各所をさまよいが
ちに視線移動した。具象画に比べ、抽象画
観察時は初期軌跡が極めて不安定で、何を
見れば良いかを探し求める視線移動が特徴
的である。　
　勢いあるなぐり描きで線描や染みのよう
なフランケンサーラの画面では、直線的なジ
グザグの視線の軌跡が生じた。奔放な筆の
タッチを描いたアルツングの画面ではタッ
チの方向に引きずられるように、多くの被
験者の視線が画面外へ飛び出してしまった。
一方、ロスコの作品では、被験者の視線は
中央部を穏やかに漂っていた。被験者の視
線移動のスピードや動き方には、絵画制作
者の意図の反映を伺うことができた。
　
②  非具象絵画を説明する語彙の特徴
   発語データの聞き取りは、絵画観察時の「行
為」や「感じ」の収集が目的である。当初は、
視線測定と発語データをリアルタイムに収
集可能と考えていた。しかし、視線測定中
には発語がほとんど出来ず、視覚と発語を
同時に求めることは極めて困難なことが判
明した。そこで視点測定は 30 秒間の無言観
察とし、発語データは別に聴取した。
　具象画では、具体物を名前で表現でき、
視線の記憶も再生しやすい。それに比して、
抽象画に描かれた諸要素を、他人に言葉で
表現することはむずかしい。コミュニケー
ションのための何らかの「用語」を知って
いる必要がある。形・明暗・色彩等のいわ
ゆる「造形要素（エレメント）」に類する用
語、およびボケ・カスレなどの「材料用具
の扱いや技法」は、教員・学生に共通して
同程度出現する。それに対して、調子・トー
ン、リズム等の造形用語（エレメントの構
成、コンポジション）は、教員の発語に限

られていた。教員・学生別に、発語を類別
した［図 8］。 位置・方法に関する発語に関
しては、教員は、四隅・集中的・繰り返し等、
目的や意図を持った意識的な見方を試みて
いる。しかも一枚の絵画の中で複数の見方
を組み合わせて観察していた。それに対し
て学生は「ぼーっと」「ぱっと」「ふわふわ」等、
感覚的で曖昧な用語で自らの見方を説明し
た。

③  視線測定に現れない見方の特徴
  いずれの被験者も多様な観察の方法を用い
て作品を理解しようとしたことが聞き取り
により明らかになった。全体的・見渡す・広
くあたりを・焦点を定めず・真ん中で等の
用語が使われた。アイカメラではスポット
的な「中心視」の移動が記録され、「周辺視（網
膜周辺部で捉えること）」を使った広角的視
野は記録されない。広角的視野で見ている
際には、視線が滞留することから大きな滞
留値が示される。しかし、その注視スポッ
トに被験者の関心が狭く集中しているわけ
ではない。広い視野で見ていることは、聞
き取りによれば判明するものの、プロット
図や滞留度からは読み取ることはできない。
我々の絵画観察時には「中心視」と「周辺視」
の両者を組み合わせた複雑な視知覚行為が
行われていると考えられる。

④  成果の公表
　以上の内容は、「抽象絵画の構造理解 (1)
― 視線測定データの分析 ―」北海道教育大
学紀要 ( 教育科学編 )、第 64 巻第 2 号にお
いて以下の項目により成果を公表した。
　①方法、②結果 a. 発語記録 b. 視線プロッ
ト図 c. 移動スピード表示  d. 滞留度図 e. 発語
データの特徴 , f. 具象画と抽象画との発語の
相違  g. 教員の「造形用語」使用  h. 学生の
「見方」の曖昧さ  i. 視線移動の特徴  j. 求め
るものを見る  k. スピードと方向  l. 集中・分
散  m. 広角的視野

（３）「造形用語に関する語彙力」をベース
にした学習・トレーニング

　「造形用語」や「造形文法」を７名の被験
者にテキストを用いて解説し、その後に 4
週間をかけて抽象絵画の制作およびその分
析を行った。制作は、墨と和紙によるアナ
ログ表現をスキャンし、Photoshop によりカ
ラー化してレイアウトさせる方法とした。
　作品を自己解説させ、聴き取りを行い、
その結果を①「材料技法」②造形用語、③
感覚・イメージに分類し、「造形用語の活用」
による画面の変化を分析した。学習の前後
を比較する意味でその一部を［図 9］に示
した。初回は「材料技法」的関心がダイレ
クトに表出しがちで「造形用語」が少ない。
４週目には、多様な用語を用いるようにな
り、画面全体を意識した構成への感覚が感
じられるようになった。表現主義的抽象を



［図 9］トレーニングによる変化

制作する場合には、表現したい感覚をメッ
セージとしていかに明瞭にするかにある。
感覚を意識化して統制・制御するための指
導に、「造形用語」の活用が有効であること
が伺われた。

（４）まとめ
　本研究では、画面の観察活動の計測と諸
研究者の知見による理論的アプローチの両
者により、抽象絵画を「視覚的力動性（情
動＝感情）」の面を中心に分析することを試
みた。
　その結果、具象画・抽象画の感受内容の
相違、観察時のスピードと方向、そして集中・
分散、広角的視野、経験差による見方の違
い等の諸特性の確認ができた。私たちの視
線は画面の上を漂っているのではなく関心
を持った部分を注視し、視線移動を積み上
げて内容を理解しようとする。しかもそれ
は瞬間的な意識化された能動的な行為であ
ることが、被験者の視線分析からあらため
て確認できた。
　ところで、人間には反射に近い情動は瞬
時に起きるものの、感情が湧き上がるため
には時間がかかる。今回の測定は 30 秒とい
う短時間の観察であった。その結果、「感覚
的要素」すなわち刺激を感じ取る語は多く
収集できたものの、「感情」を伝える語は極
めて少なかった。感情は、広義には情動・
情緒・気分を含む包括的な用語である。内
にとどまる見えない心でもある。感情は基
本的に誰もが持っている共通言語のような
ものであり、抽象絵画は実のところそのよ
うな「感情」自体を内容としている。抽象
絵画の構造理解のためには、造形的な「感
覚的要素＝形式」と「感情＝内容」との関
係をさらに明らかにする必要があると考え
る。
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